












































































ている。 DDHrvrC(Domain-DecomposedHybrid lv10nte Carlo)法によるゲージ
配位生成においては、 964の格子サイズ、 0.1fmの格子間隔を採用し、 2十lプ









クオーク質量 (rnu ニ 1T~d i-rns)と格子間隔を決めるための 3つの物理量とし





























































• ThlS work 2+ 1 f V~:"S! 














































































lHpsfmv = 0.65 0-ー -
i nlos/mv=o旬、
T宇m山 d2
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[:R})カイラル凝集の 0(4) スケーリング~ j.JqjT < 1の全データが示されている。誤差の大きなデータ
はμqjTrv 1のもの。曲線は 0(4)スピン模型のスケーリング関数。(中央)カイラル凝集の μqjTに
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2個のクオークそ含むNf= 2 QCDにおいて、 SU(2)xSU(2)のカイラル対称
性の他にアノマリーで破れていたU(l)A対称性も有限温度で回復する可能性が
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化学研究所初田主任研究員らと HALQCD Collaborationを結成し、 2核子間
の波動関数から核子間のポテンシャルを導き出すという方法を応用して、様々
な粒子関のポテンシャルを格子QCDの数値シミュレーションで計算してきた。
論文 13では、 3体力を HALQCDの方法を用いて計算する場合、その理論的
基礎となる 3体(以上)の NBS波動関数の漸近形と S行列の位相差との関係
を明らかにしたものである。論文 14では、 HALQCDの方法で求められたポ
テンシャルから計算した位相差と Luscherの有限体積法で求められた位相差が










CP-PACSj JLQCD生成の日avorSU(3) limitの 2十1fiavorゲージ配位を用い
-10-
た。計算の都合上、 ftavor既約表現 1を除いた 27EB10EB 10* EB8表現につい
てのポテンシャルを求め、それを NA-N~ 結合チャンネルポテンシャルの形に
変形した。この段階では、反対称L8力は対称L8力に比べて非常に小さい物
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図 7:3S1チャンネルにおける三三間のポテンシャルと散乱位相差。





































> 0.5 1 1.5 2 2.5 
500 .革
時も
0.5 ? 2.5 


















質を調べるため、米国 BrookhavenN ational LaboratoryのChristophLehner 
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フォーマル理論の相構造の解明に続き、 (a) 有限格子サイズの ~NJ ニ 7ぅ 8 ぅ 12 ぅ 16
QCDのコンフォーマル領域の真空は、空間方向のポリヤコブラインが非自明
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